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挨 拶

市 民 憲 章 実 践
‐
推 進 者 表 彰 式

ク レ ー ジ ー SONS(男 声 合 唱 団 )に よ る コ ー ラ ス

‐
市 民 憲 章 実 践 推 進 者 に よ る 活 動 報 告

市 民 憲 章 唱 不□

蓼 71■ li



令 和 元 年 度

民憲章 実 践推 進 者

*個 人 *

阿 丼  育 美 様

丼 上  ス 子 様

加 賀 谷  員 矢□子

筑 紫  彰 PB様

様

(萩 原 F」J)

(小 平 尾 町 )

(Pヨ 育曹田I)

(小 瀬 町 )

一 箭  悪 三 様

戎 浦  規 子 様

熊 抱  弘 文 様

源   充 弘 様

(鹿 ノ台 南 )

(南 田 原 町 )

(東 旭 ヶ丘 )

(壱 分 町 )

*団 体 *

あ か しあ サ ロ ン 様

壱 分 El」 東 老 人 ク ラ ブ  壱 寿 会

二 小 学 校 コ ミ ュニ テ ィ協 議 会

様

様

あ じさ い サ ロ ン 様

白庭 台 サ ロ ン「 話・ 和 ・ 輪 つ」 様

(五 十 音 順 )

/ 
市 民 憲 章 を 啓 発 す る 理 由  ■‐‐

市 民 一 人 ひ と りが ,い を 合 わ   
‐

せ 、 快 適 で 明 る <住 み よ い ま ち

づ <り を す す め る た め の 心 の 規

範 とな る 生 駒 市 民 憲 章 。 この 市  .|
民 憲 章 に親 しん で も ら う こ と   .
で 、 市 民 憲 章 の 精 神 が 日常 生 活

の な か で 具 体 的 に実 践 さ れ る こ

.と を願 い、 啓 発 を 行 つて い ま す 。

今 回 、市 民 憲 章 の つ ど い に ご参

加 いた だ い た 方 に は 、 この ク リ

ア フ アイル を プ レゼ ン トしま

す 。 ク イ ズ形 式 の 生 駒 市 民 憲 章

を 通 して 、 あ らた め て 生 駒 市 民

憲 章 に つ いて 考 え て い た だ け た

ら 幸 い で す 。

″‐

 最 近 の 活 動            
‐

大 人 だ け で な く、子 ど も た ち に も生 駒 市 民

憲 章 に親 しん で も ら うた め に 、平 成 29年 度

か ら、市 内 の 小 学 4年 生 。中 学 1年 生 ヘ ク リ

ア フ アイル を 配 布 し、 啓 発 を 行 つて い ま す 。

学 校 生 活 で 日展 使 つて も ら え る もの を 配

布 す る の が 効 果 的 で は な い か と考 え 、日々 使

い た くな る よ うな デ ザ イ ンの ク リア フ アイ■

ル1こ なっ_て います。

市民憲章 実践推進協議会 について

「
す

ク リア フ ア皆 さ まの参 加 を お待 ち して い ま イル の デザ イ ン


